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香
川
少
飛
会

空
中
戦
の
生
き
残
り
は
我
一
人

香
川
県

大

村

清

美

陸
軍
少
年
飛
行
兵
第
十
一
期
生
。
昭
和
十
八
（
一
九
四

三
）
年
十
二
月
一
日
か
ら
、
昭
和
二
十
一
年
二
月
十
九
日

復
員
ま
で
。

昭
和
十
八
年
十
二
月
一
日

飛
行
第
二
十
戦
隊
、
大
阪
府
伊
丹
飛
行
場
に
て
編
成

完
結
。

同
年
十
二
月
六
日

伊
丹
飛
行
場
よ
り
大
阪
府
八
尾
飛
行
場
に
移
動
。
二

個
中
隊
編
成
。
毎
日
一
式
戦
闘
機
隼
Ⅱ
型
に
て
訓
練
実

施
。
隼
型
は
脚
が
弱
く
、
着
陸
時
、
滑
走
末
期
に
引
っ

か
け
ら
れ
て
飛
行
機
破
損
、
プ
ロ
ペ
ラ
曲
が
り
事
故
機

多
数
出
す
。

大
阪
湾
上
空
に
お
い
て
実
弾
射
撃
訓
練
、
編
隊
飛

行
、
戦
闘
訓
練
を
実
施
。

昭
和
十
九
年
二
月
二
十
一
日

戦
隊
全
機
千
葉
県
柏
飛
行
場
に
進
出
。
同
飛
行
場
に

は
飛
行
第
一
戦
隊
が
防
空
任
務
に
従
事
し
ま
し
た
。
第

２
０
戦
隊
は
帝
都
防
空
任
務
に
つ
き
戦
闘
訓
練
を
行

い
、
雪
解
け
を
待
っ
て
北
方
方
面
進
出
の
機
を
待
つ
。

昭
和
十
九
年
四
月
五
日

山
本
戦
隊
長
以
下
全
機
編
隊
を
組
み
、
一
路
北
海
道

勇
払
郡
沼
の
端
に
向
か
う
。
津
軽
海
峡
上
空
に
て
雪
吹

雪
に
遭
う
。
沼
の
端
飛
行
場
は
一
面
銀
世
界
で
、
飛
行

場
の
確
認
は
困
難
を
極
め
た
。

四
月
二
十
一
日

中
千
島
に
転
進
命
令
下
る
。
第
三
中
隊
八
機
、
先
発

と
し
て
帯
広
飛
行
場
に
前
進
。
千
島
に
先
発
し
た
が
、

途
中
悪
天
候
の
た
め
エ
ト
ロ
フ
島
天
寧
飛
行
場
に
着

陸
。

昭
和
十
九
年
五
月
九
日

エ
ト
ロ
フ
島
天
寧
飛
行
場
離
陸
。
得
撫
島
東
雲
飛
行
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場
に
着
陸
、
戦
隊
主
力
と
合
流
す
る
。

五
月
十
二
日

中
千
島
松
輪
島
が
「
敵
機
に
空
襲
さ
れ
て
い
る
」
と

の
情
報
が
入
り
、
第
三
中
隊
は
直
ち
に
松
輪
島
に
向
か

う
。飛

行
場
の
滑
走
路
は
幅
五
〇
メ
ー
ト
ル
あ
る
が
、
半

分
程
雪
を
取
り
除
い
て
三
五
メ
ー
ト
ル
幅
で
離
着
陸
。

い
か
な
る
時
も
西
向
き
で
な
け
れ
ば
着
陸
で
き
ず
、
大

変
苦
労
し
た
。

五
月
末
、
午
前
八
時
頃

松
輪
島
湾
内
、
昨
夜
、
満
州
よ
り
入
港
し
た
ば
か
り

の
輸
送
船
三
隻
の
内
二
隻
が
、
敵
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃

を
受
け
て
撃
沈
さ
れ
た
。
ほ
と
ん
ど
が
戦
死
。
飛
行
場

は
濃
霧
の
た
め
離
陸
不
可
能
だ
っ
た
。

六
月
十
三
日

午
前
二
時
頃
よ
り
濃
霧
の
中
、
敵
艦
が
艦
砲
射
撃
を

四
十
分
間
受
け
る
。

六
月
十
四
日

松
輪
島
に
Ｂ
24
、
三
機
侵
入
、
大
塚
軍
曹

機
で
迎
撃
、
一
機
を
撃
墜
。

六
月

立
川
飛
行
場
に
て
飛
行
機
隼
の
新
品
を
受
領
し
試
験

飛
行
。

六
月
二
十
七
日
頃

新
田
原
飛
行
場
よ
り
沖
縄
那
覇
飛
行
場
に
飛
ぶ
。

八
月
十
日
頃

田
中
中
尉
、
浜
武
曹
長
等
と
大
村
伍
長
、
立
川
へ
飛

行
機
受
領
に
行
き
無
事
空
輸
を
終
わ
る
。

八
月
二
十
六
日

主
力
読
谷
山
飛
行
場
離
陸
、
台
湾
台
北
に
飛
ぶ
。

八
月
二
十
七
日

大
里
大
尉
、
大
滝
軍
曹
と
大
村
伍
長
出
発
、
悪
天
候

の
た
め
台
北
に
進
入
で
き
ず
、
花
蓮
港
飛
行
場
着
陸
。

八
月
二
十
八
日

花
蓮
港
飛
行
場
発
、
台
北
飛
行
場
着
。
同
日
、
少
飛

十
一
期
小
嶺
伍
長
、
不
時
着
、
発
火
焼
死
す
る
。

九
月
八
日

防
空
任
務
に
つ
き
、
そ
の
間
猛
訓
練
続
く
。

九
月
二
十
二
日
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中
国
福
州
に
上
陸
す
る
友
軍
の
船
団
掩
護
。

十
月
上
旬

中
国
の
米
軍
基
地
よ
り
Ｂ
24
爆
撃
機
の
夜
間
空
襲
。

戦
闘
機
迎
撃
一
機
撃
墜
。

十
月
十
二
日

台
湾
沖
航
空
戦
始
ま
る
。
哨
戒
任
務
に
就
く
。
戦
死

三
人
、
一
人
負
傷
入
院
。

戦
闘
行
動
。
第
三
中
隊
八
機
午
前
五
時
離
陸
、
馬
公

上
空
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
位
に
て
敵
機
三
〇
〇
機
と
交

戦
、
第
一
・
第
二
中
隊
、
多
数
戦
死
者
を
出
す
。

十
月
十
四
日

第
一
中
隊
長
・
長
山
大
尉
台
北
上
空
、
空
中
戦
被
弾

戦
死
。
生
き
残
っ
た
者
、
台
北
飛
行
場
に
集
結
。

十
月
二
十
二
日

戦
隊
主
力
比
島
ク
ラ
ー
ク
地
区
に
前
進
。

十
月
二
十
四
日

第
三
中
隊
長
・
長
浜
大
尉
、
大
村
伍
長
二
機
編
隊
に

て
マ
ニ
ラ
西
方
カ
ロ
カ
ン
飛
行
場
に
着
陸
。

十
月
二
十
五
日

命
に
よ
り
、
昨
二
十
四
日
、
海
軍
の
艦
隊
が
レ
イ
テ

湾
に
攻
撃
を
行
い
、
帰
還
中
の
艦
隊
上
空
掩
護
を
命
ぜ

ら
れ
、
午
前
八
時
頃
、
高
浜
大
尉
、
大
村
伍
長
戦
闘
機

に
て
艦
隊
上
空
に
至
る
。
約
二
時
間
、
上
空
掩
護
終
了

後
、
カ
ロ
カ
ン
基
地
に
無
事
帰
る
。
高
浜
大
尉
入
院
と

の
こ
と
。

十
月
二
十
八
日

戦
隊
主
力
カ
ロ
カ
ン
集
結
。

十
月
三
十
一
日

村
岡
戦
隊
長
、
大
村
、
黒
島
・
出
葉
伍
長
、
船
団
援

護
任
務
終
了
。
ネ
グ
ロ
ス
島
フ
ァ
ブ
リ
カ
飛
行
場
着

陸
。
阿
久
根
中
尉
戦
死
。

十
一
月
一
日

払
暁
離
陸
、
任
務
は
レ
イ
テ
島
オ
ル
モ
ッ
ク
湾
上
陸

中
の
友
軍
の
上
空
掩
護
。
田
中
・
安
藤
中
尉
戦
死
。

戦
闘
行
動
。「
午
前
八
時
三
十
分
頃
、
レ
イ
テ
上
空

高
度
三
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
て
、
Ｐ
38
数
個
小
隊
と
交

戦
、
田
中
、
安
藤
、
伊
藤
中
尉
戦
死
、
大
村
伍
長
は
被

弾
の
た
め
飛
行
機
小
破
。（
被
弾
四
）。
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十
一
月
五
日
夜

木
村
軍
曹
不
時
着
す
る
も
三
日
目
に
現
地
人
に
救
出

さ
れ
、
友
軍
基
地
に
無
事
帰
還
し
た
。

十
一
月
十
日

第
二
次
レ
イ
テ
戦
。
船
団
掩
護
し
、
レ
ガ
ス
ピ
ー
飛

行
場
に
着
陸
。

十
一
月
十
一
日

船
団
が
Ｂ
25
の
空
襲
を
受
け
て
い
る
と
の
情
報
に
よ

り
、
村
岡
戦
隊
長
、
作
見
中
隊
、
大
村
伍
長
三
機
に
て

レ
イ
テ
島
オ
ル
モ
ッ
ク
に
向
か
う
。

掩
護
戦
闘
状
況
（
特
攻
、
軍
戦
闘
隊
）
の
引
用

『
私
に
続
く
二
番
機
は
大
村
軍
曹
、
三
番
機
は
作
見

中
尉
で
あ
っ
た
。
オ
ル
モ
ッ
ク
上
空
に
一
〇
時
頃
到
着

し
た
が
、
船
足
の
遅
い
四
隻
の
輸
送
船
は
無
事
航
行
中

で
、
今
ま
さ
に
、
泊
地
に
進
入
す
る
直
前
で
あ
っ
た
。

間
も
な
く
東
側
の
空
に
二
機
の
機
影
を
発
見
、
敵
は

グ
ラ
マ
ン
Ｆ
６
Ｆ
で
あ
り
、
我
が
船
団
に
向
か
っ
て
降

下
突
進
を
始
め
た
。
船
団
に
突
進
攻
撃
さ
れ
て
は
一
大

事
と
一
連
射
の
威
嚇
射
撃
を
浴
び
せ
た
と
こ
ろ
、
敵
機

は
あ
わ
て
て
レ
イ
テ
湾
の
方
向
に
逃
走
し
て
い
っ
た
。

や
が
て
、
交
代
機
の
編
隊
が
到
着
し
た
の
で
、
我
が

編
隊
は
掩
護
任
務
を
終
わ
り
、
レ
ガ
ス
ピ
ー
へ
の
帰
路

に
つ
い
た
。

帰
路
、
セ
ブ
島
北
東
海
上
に
さ
し
か
か
っ
た
と
き
、

北
方
は
る
か
遠
く
に
黒
点
が
二
個
飛
び
込
ん
で
き
た
。

我
々
と
同
高
度
で
友
軍
機
か
と
思
わ
れ
る
が
彼
我
不
明

で
あ
る
。

や
が
て
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
位
の
間
隔
で
す
れ
違
っ

た
。
胴
体
両
面
に
鮮
や
か
な
米
軍
の
マ
ー
ク
が
あ
っ

た
。
敵
機
だ
。
お
互
い
に
優
位
な
位
置
を
占
め
よ
う
と

上
昇
旋
回
を
続
け
る
。
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
位
下
方
か
ら

敵
の
曳
光
弾
が
飛
び
出
す
が
、
弾
道
は
完
全
に
そ
れ
て

い
る
。
や
が
て
敵
機
は
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
位
下
方
で
失

速
に
近
い
状
態
で
機
首
を
下
げ
離
脱
し
て
い
っ
た
。
僚

機
の
大
村
軍
曹
、
作
見
中
尉
も
私
の
後
に
つ
い
て
異
常

な
し
。

離
脱
し
て
い
っ
た
敵
機
と
の
高
度
差
は
さ
ら
に
ひ
ら

い
た
が
、
再
度
攻
撃
す
る
気
配
を
見
せ
て
い
る
。
私
は

495



 

V
02D

00 L
:H
E
G
U
1533 496 89/03/10/09:57:01 H

E
G
U
1533 bun p472-

最
良
の
攻
撃
位
置
に
つ
く
た
め
、
さ
ら
に
上
昇
を
続
け

た
。
敵
機
は
接
近
し
射
撃
し
て
、
失
速
に
近
い
状
態
で

降
下
離
脱
す
る
。

こ
の
と
き
、
大
村
軍
曹
は
私
を
掩
護
す
べ
く
敵
と
対

進
状
態
で
撃
ち
合
い
と
な
っ
た
。

グ
ラ
マ
ン
は
一
三
ミ
リ
機
銃
六
挺
、
隼
は
二
挺
。
大

村
機
は
プ
ロ
ペ
ラ
と
エ
ン
ジ
ン
部
分
に
被
弾
し
て
し

ま
っ
た
。
し
ば
ら
く
の
戦
闘
の
後
、
あ
た
り
を
見
回
す

と
、
さ
き
ほ
ど
被
弾
し
た
大
村
軍
曹
機
が
ゆ
る
い
降
下

姿
勢
で
セ
ブ
島
の
方
向
に
降
下
し
て
い
く
。
だ
が
、
確

認
す
る
い
と
ま
も
な
く
戦
闘
を
続
け
る
。

そ
こ
で
、
編
隊
を
離
脱
し
た
大
村
軍
曹
機
を
捜
す
た

め
に
不
時
着
予
想
地
点
の
セ
ブ
島
北
端
に
向
か
う
。
付

近
を
し
ば
ら
く
探
し
て
み
た
が
、
ど
こ
に
も
機
影
は
な

い
。
先
程
の
空
中
戦
で
増
槽
は
落
と
し
て
お
り
、
ま

た
、
作
見
機
は
エ
ン
ジ
ン
不
調
だ
か
ら
長
居
は
で
き
な

い
。
後
ろ
髪
を
引
か
れ
な
が
ら
も
、
大
村
軍
曹
機
が
不

事
着
し
て
、
現
地
部
隊
に
救
出
さ
れ
る
こ
と
を
念
じ
つ

つ
、
作
見
機
を
先
頭
に
た
て
て
、
こ
れ
を
か
ば
い
な
が

ら
、
レ
ガ
ス
ピ
ー
へ
の
帰
路
に
つ
い
た
。

セ
ブ
島
北
端
上
空
で
大
村
軍
曹
は
、
エ
ン
ジ
ン
前
蓋

部
の
プ
ロ
ペ
ラ
、
調
速
機
に
被
弾
し
て
エ
ン
ジ
ン
の
回

転
数
が
一
二
〇
〇
か
ら
一
五
〇
〇
回
転
ま
で
し
か
上
が

ら
ず
、
噴
き
出
し
た
オ
イ
ル
の
た
め
に
防
風
ガ
ラ
ス
も

く
も
り
、
無
念
の
涙
を
の
ん
で
不
時
着
を
決
意
し
た
。

そ
の
後
、
生
死
の
間
を
さ
ま
よ
う
苦
労
の
末
、
セ
ブ

島
か
ら
ネ
グ
ロ
ス
島
に
脱
出
し
て
、
十
一
月
二
十
四

日
、
マ
ニ
ラ
の
カ
ロ
カ
ン
飛
行
場
に
奇
跡
的
に
生
還
し

た
』。以

上
が
大
村
軍
曹
機
の
脱
出
談
で
あ
る
。

『
不
時
着
し
た
後
、
近
く
の
原
住
民
の
集
落
を
訪
ね

て
も
人
の
気
配
は
な
く
、
不
穏
の
気
配
を
感
じ
て
近
く

の
ヤ
シ
林
に
入
り
、
ゲ
リ
ラ
の
襲
撃
が
あ
れ
ば
、
い
つ

で
も
自
決
し
う
る
態
勢
で
休
ん
で
い
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
彼
方
で
騒
々
し
い
様
子
が
聞
こ

え
、
ヤ
シ
林
を
出
る
と
異
様
な
風
体
の
者
が
姿
を
現

し
、
続
い
て
防
暑
衣
の
日
本
兵
が
現
わ
れ
て
救
出
さ
れ
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た
。こ

の
部
隊
は
鹿
児
島
県
の
歩
兵
部
隊
で
セ
レ
ベ
ス
に

向
か
う
途
中
、
艦
載
機
の
攻
撃
を
受
け
て
輸
送
船
が
沈

没
し
、
漂
着
し
た
部
隊
で
、
約
百
人
で
あ
っ
た
。
隼
は

ヤ
シ
林
に
入
れ
た
が
、
夕
刻
、
無
線
機
と
羅
針
盤
を
外

し
、
ガ
ソ
リ
ン
を
か
け
て
焼
却
し
た
。
調
べ
た
結
果
被

弾
は
十
九
発
で
あ
っ
た
』。

十
一
月
十
五
日
夜
半

船
で
ネ
グ
ロ
ス
島
に
脱
出
す
る
こ
と
に
し
て
、
私
と

海
軍
五
人
、
外
九
人
の
十
五
人
で
出
発
し
た
。
途
中
エ

ン
ジ
ン
の
故
障
や
、
船
の
座
礁
な
ど
、
大
変
な
苦
労
を

重
ね
て
、
十
一
月
二
十
日
、
ネ
グ
ロ
ス
島
北
端
の
マ
ナ

プ
ラ
海
岸
に
漂
着
し
て
、
飛
行
第
二
〇
〇
連
隊
の
所
在

す
る
マ
ナ
ブ
ラ
飛
行
場
に
た
ど
り
着
い
た
。

十
一
月
二
十
五
日
夜
半

不
時
着
先
よ
り
大
村
伍
長
二
週
間
ぶ
り
に
基
地
に
帰

還
す
る
。

十
二
月
入
り

少
飛
十
三
期
生
、
菊
井
、
山
田
、
東
、
石
川
伍
長
等

着
任
し
来
る
。

十
二
月
二
十
日

ル
ソ
ン
島
マ
ル
コ
ッ
ト
飛
行
場
よ
り
、
九
七
重
に
て

台
湾
屛
東
に
帰
る
。
十
三
期
生
・
浜
田
伍
長
に
会
う
。

昭
和
二
十
年
一
月
四
日

戦
隊
長
の
命
に
よ
り
、
伊
東
中
尉
、
大
村
軍
曹
、
飛

行
機
受
領
の
た
め
九
七
重
に
便
乗
し
て
、
立
川
飛
行
場

に
帰
り
、
所
沢
に
て
隼
二
機
を
受
領
し
、
空
路
沖
縄
北

飛
行
場
ま
で
空
輸
。

一
月
十
五
日

敵
飛
行
艇
一
機
偵
察
に
飛
来
。
地
上
部
隊
の
要
請
に

よ
り
、
大
村
軍
曹
迎
撃
の
た
め
離
陸
、
敵
機
を
撃
退
す

る
。
実
は
、
輸
送
中
の
飛
行
機
で
実
弾
を
積
ん
で
い
な

か
っ
た
。

一
月
十
六
日

伊
藤
中
尉
、
大
村
軍
曹
沖
縄
読
谷
山
飛
行
場
離
陸
、

台
湾
に
向
か
う
。
大
村
軍
曹
機
右
発
電
機
故
障
の
た
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め
、
燃
料
消
費
量
多
く
、
小
港
飛
行
場
接
地
と
同
時
に

燃
料
切
れ
。
エ
ン
ジ
ン
停
止
。
戦
隊
長
よ
り
お
目
玉
を

食
ら
う
。

二
月
、
二
日
に
入
り
、
少
飛
十
期
生
丸
毛
軍
曹
着
任
し
来

る
。

二
月
十
五
日

有
川
中
尉
、
木
村
曹
長
、
大
村
軍
曹
の
三
人
、
沖
縄

読
谷
山
飛
行
場
へ
飛
行
機
受
領
に
行
く
。
滝
平
少
尉
、

太
田
少
尉
、
宮
本
曹
長
等
と
会
う
。

二
月
末
頃

屛
東
に
お
い
て
、
第
一
次
特
攻
隊
を
編
成
す
る
。
特

操
十
人
、
十
三
期
高
田
伍
長
。

三
月

台
中
飛
行
場
に
移
動
す
る
。
防
空
任
務
に
服
し
な

が
ら
訓
練
。

四
月
十
五
日

伊
藤
中
尉
、
山
口
軍
曹
、
大
村
軍
曹
夜
間
飛
行
に
て

瀧
潭
飛
行
場
に
帰
る
。

四
月
二
十
二
日

宮
古
島
よ
り
特
攻
機
出
撃
の
た
め
、
上
空
掩
護
の
任

を
受
け
出
撃
、
グ
ラ
マ
ン
と
交
戦
、
四
人
の
戦
死
を
出

す
。
秋
山
敏
春
（
少
飛
九
期
）
軍
曹
は
第
二
四
戦
隊
の

要
員
。

岡
部
大
尉
（
中
隊
長
）、
私
は
伊
藤
清
中
尉
の
僚
機

と
し
て
離
陸
し
た
が
、
飛
行
場
上
空
高
度
一
〇
〇
メ
ー

ト
ル
に
て
オ
イ
ル
タ
ン
ク
の
蓋
が
吹
っ
飛
び
、
潤
滑
油

が
流
出
し
始
め
、
直
ち
に
着
陸
。
夕
方
帰
還
し
た
の
は

岡
部
大
尉
一
機
の
み
。

私
の
第
三
小
隊
、
伊
藤
中
尉
、
酒
井
少
尉
（
五
十
七

期
）、
秋
山
軍
曹
の
三
人
も
戦
死
。

昭
和
二
十
年
六
月
末

尖
閣
列
島
付
近
に
敵
部
隊
が
い
る
様
子
な
の
で
、
有

川
大
尉
、
大
村
軍
曹
偵
察
の
た
め
四
式
戦
に
て
離
陸
。

有
川
大
尉
機
故
障
の
た
め
着
陸
。
大
村
軍
曹
単
機
に
て

任
務
に
つ
く
。

尖
閣
列
島
上
空
七
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
付
近
に
、
敵
Ｐ

38
が
四
機
哨
戒
し
て
い
た
が
、
往
復
と
も
敵
に
発
見
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
付
近
を
偵
察
し
て
無
事
帰
還
し
た
。

敵
機
動
部
隊
は
い
な
か
っ
た
が
、
空
中
戦
よ
り
度
胸
が
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い
っ
た
。

昭
和
二
十
年
七
月

有
川
大
尉
、
山
口
、
大
村
軍
曹
四
機
、
屛
東
上
空
の

防
空
任
務
を
命
ぜ
ら
れ
出
撃
。
屛
東
上
空
に
て
二
時
間

上
空
掩
護
を
し
て
帰
還
す
る
。

昭
和
二
十
年
七
月

シ
ナ
海
海
岸
偵
察
の
た
め
、
四
機
出
撃
。
途
中
、
悪

天
候
の
た
め
三
機
帰
還
。
木
村
曹
長
の
み
無
事
任
務
を

完
遂
し
て
、
夜
間
飛
行
に
て
帰
還
し
、
師
団
長
よ
り
賞

詞
を
受
け
る
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
朝

飛
行
機
試
運
転
、
中
国
上
海
飛
行
場
経
由
、
北
朝
鮮

に
行
く
こ
と
と
な
っ
た
が
中
止
の
命
あ
り
。
正
午
、
天

皇
陛
下
の
玉
音
放
送
あ
り
、
終
戦
を
知
る
。

昭
和
二
十
年
八
月
二
十
日

早
朝
二
時
頃
、
部
屋
に
て
銃
声
聞
き
、
起
き
て
み
る

と
玄
武
特
攻
隊
要
員
の
少
飛
一
〇
期
生
の
栗
木
軍
曹
が

拳
銃
を
く
わ
え
て
自
決
し
て
い
た
。

昭
和
二
十
年
九
月

台
中
の
奥
地
の

里
に
入
り
自
活
を
始
め
る
。
熱
帯

熱
マ
ラ
リ
ア
（
体
温
四
二
度
）
に
て
入
院
。
退
院
後
、

復
員
ま
で
炊
事
班
長
を
務
め
る
。

昭
和
二
十
一
年
二
月
十
九
日

復
員
。
鹿
児
島
港
に
上
陸
。
部
隊
解
散
、
帰
郷
。

（
大
村

記
）

父
と
赤
紙

私
と
特
攻
隊

福
井
県

矢

部

善

昭

ま
え
が
き

私
は
公
民
館
長
時
代
か
ら
、
地
域
の
「
か
た
り
べ
」
と

し
て
生
涯
学
習
に
携
り
、
高
齢
者
、
青
少
年
、
婦
人
グ

ル
ー
プ
、
小
学
校
児
童
達
に
、
戦
争
体
験
、
戦
時
の
耐
乏

生
活
、
Ｂ
29
空
襲
、
学
童
疎
開
、
原
爆
被
害
、
劣
勢
な
科

学
戦
な
ど
模
型
や
紙
芝
居
で
話
を
し
て
い
る
。
同
時
に
当

時
の
国
家
観
、
親
子
関
係
、
人
間
の
絆
な
ど
す
べ
て
が
否

499


